
 

 

平成 26年度東日本大震災に係る海洋環境モニタリング 

第 1次調査結果について 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 

１．調査結果概要 

 

ア）化学物質調査 

（１）生活環境の保全に関する環境基準項目（生活環境項目） 

海水中における生活環境項目については、環境基準値と比較して問題となる値はあ

りませんでした。 

 

（２）人の健康の保護に関する環境基準項目（健康項目） 

 海水中における健康項目の調査結果については、環境基準値と比較して問題となる

値はありませんでした。 

 

（３）底質一般項目 

 堆積物中における底質一般項目の調査結果は、過年度調査結果の範囲内又は同程度

でした。硫化物の調査結果は、いずれの測点においても水産用水基準を満たしていま

した。 

 

（４）ポリ塩化ビフェニル（PCB） 

 海水中の PCBは、いずれの調査測点においても環境基準値を下回っていました。 

堆積物中の PCBについては、いずれの測点においても暫定除去基準値を下回ってい

ました。 

海水中、堆積物中とも全体的には平成 23年度～平成 25年度調査結果（以下、「過

年度調査結果」という。）の範囲内でした。 

 

（５）ダイオキシン類 

 海水中及び堆積物中のダイオキシン類は、過年度調査結果の範囲内又は同程度であ

り、いずれの測点においても環境基準値を下回っていました。 

 

（６）炭化水素（HC） 

 海水中の炭化水素は、概ね過年度調査結果の範囲内でした。 

環境省では、東日本大震災を受け、平成 23 年度、平成 24 年度、平成 25 年度に引

き続き、被災地の海洋環境中における化学物質等の経年変化の把握を目的として、モ

ニタリング調査（第 1次）を実施しました（調査実施日：平成 26年 10 月 30 日～11

月 11日）。調査は青森県、岩手県、宮城県、福島県の海域の６測線（付図のとおり）

において実施しました。 

この度全ての調査項目の分析が終了したため、東日本大震災に係る海洋環境モニタ

リング調査検討会での検討結果を踏まえ、以下のとおり公表します。 

 



 

（７）多環芳香族炭化水素（PAHs） 

 底層海水中の多環芳香族炭化水素については、いずれの調査測点においても検出限

界値未満でした。 

 堆積物中の多環芳香族炭化水素の濃度は、概ね過年度調査結果の範囲内又は同程度

でした。 

 

（８）臭素系難燃剤（PBDE及び HBCD） 

 海水中及び堆積物中の PBDE、HBCDは、いずれの測点においても過年度調査結果の範

囲内又は同程度でした。 

 

 

（９）有機フッ素化合物（PFOS及び PFOA） 

海水中及び堆積物中の PFOS、PFOAは、いずれの調査測点においても過年度調査結果

の範囲内又は同程度でした。 

 

イ）放射性物質調査 

 海水中の検出量は、セシウム 134では検出下限値未満～0.0029 Bq/Lの範囲、セシウ

ム 137では 0.0012～0.011 Bq/Lの範囲でした。堆積物中の検出量については、セシウム

134では検出下限値未満～60 Bq/kg(dry)の範囲、セシウム 137では 0.21～200 Bq/kg(dry)

の範囲でした。また、堆積物中のストロンチウム 90については、検出下限値未満～0.16 

Bq/kg(dry)の範囲でした。 

 

 

２．まとめ 

 今回の調査結果では、環境基準が設定されている項目（生活環境項目、健康項目及びダ

イオキシン類）は、いずれも問題となる値はありませんでした。その他の化学物質等（炭

化水素、多環芳香族炭化水素、臭素系難燃剤、有機フッ素化合物）については、過年度調

査結果の範囲内又は同程度でした。 

今回の調査結果からは、多くの化学物質について問題となる値は確認されませんでした。

なお、環境省では今後も継続してモニタリングを実施する予定です。 
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田中 勝 公立鳥取環境大学客員教授・名誉教授 
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【参考】 

関連公表資料 

・被災地の海洋環境のモニタリング調査結果の公表について（平成23年9月30日） 

・被災地の海洋環境の第２次モニタリング調査結果の公表について（平成24年1月20日） 

・被災地の海洋環境の第３次モニタリング調査結果の公表について（平成24年4月13日） 

・被災地における海洋環境モニタリング調査結果の公表について（平成25年11月5日） 

・平成25年度被災地における海洋環境モニタリング調査結果の公表について 

（平成26年11月11日） 

 

 

 



 

付図 平成 26年度東日本大震災に係る海洋環境モニタリング調査測点(第 1次) 

 

 平成 26 年度第 1 次調査測点 

 過去に調査を実施したが、 

平成26年度第1次調査では実施

しない測点 
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測点名 北緯 東経 水深
（測地系：WGS84） (m)

八戸-1 40°34′30″ 141°32′00″ 18

八戸-2 40°34′30″ 141°38′00″ 55

八戸-3 40°34′30″ 141°45′00″ 80

宮古-1 39°38′30″ 141°59′30″ 28

宮古-2 39°43′00″ 142°02′00″ 98

宮古-3 39°43′00″ 142°08′00″ 150

石巻-1 38°23′00″ 141°19′00″ 13

石巻-2 38°18′30″ 141°19′30″ 33

石巻-3 38°13′00″ 141°20′00″ 43

仙台-1' 38°14′22″ 141°03′57″ 21

仙台-2 38°13′30″ 141°07′30″ 27

仙台-3 38°12′00″ 141°14′00″ 38

相馬-1 37°51′00″ 140°59′30″ 18

相馬-2 37°51′00″ 141°05′00″ 31

相馬-3 37°51′00″ 141°12′00″ 38

いわき-1 36°54′00″ 140°54′00″ 31

いわき-2 36°52′00″ 140°59′00″ 73

いわき-3 36°50′00″ 141°05′00″ 131


